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贋 パ タ ーン の 自 動 製 図 に 関 す る 研究( 第 一 報 ） － ブ ラウ ス に つ い て 一
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自 動 製 図 シ ス テ ム は ． ア パ レ ル 業 界 だ け で な く 学 校 教 育 の 場 で も

じ て き て い る 。 本 研 究 で は 衣 服 原 型 の 自 動 製図 か ら 更 に 発 展 さ せ

適し た 衣 服 パタ ーン の 自 動 製 図 化 を 試 み た 。

li , 富 士 通 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タFM －1 1に グ ラ フ テ ッ ク 社 の

た もの で あ る 。 身 頃 。 袖 原 型 は 文 化 式 の 作 図 法 を と りあ げ た 、ブ ラ

３ 種 類 、 袖 ５ 種 類 で 、身 頃 、 衿 、 袖 の 組 合 わ せ に よ り デ ザ イ ン の 変

グ ラム を 作 成 し た 。 パソ コ ン の 操 作 は 全 て 対 話 形 式 に し 、 作 図 の 出

プ ロ ッ タ 用 の 両 者 を利 用 で き る よ うに し た 。 ま た 、 従 来 衿 お よ び 袖

身 頃 の パ タ ーン を メ ジ ャ ーで 実 測し 。 こ の 寸 法 を 用 い て い た が 、 本

ン ピ ュ-    タ で 演 算 処 理 さ せ るよ う に し た 。

法 、 袖 つ け 寸 法な ど の 自 由 曲線 部 分 の 周 長 演 算 につ い て 、 実 物 パ タ

す る と0.4 ％ の 誤 差 で あ っ た 。こ の 誤 差 は 採 寸 時 や 近 似 値 演 算 処 理

差 と 考 え る こ と が で き 、 得 ら れ た デ ー タは 精 度 的 に み て も十 分 に 利
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率 化

量 な ど はINPUT 文 で 入 力 値 にし て い る た め 、 個 人

で き る 。

と に よ り 、製 図 に 要 す る 時 間 が 短 縮 さ れ 、 か つ 正

が 認 め ら れる 。
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